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9月
定例会

9月
定例会

問�

　
本
市
の
取
り
巻
く
状
況

は
。答

（
市
長
）�

　

昭
和
61
年
９
月
の
民
間

バ
ス
撤
退
を
受
け
、
廃
止

路
線
代
替
な
ど
の
各
バ
ス

運
行
で
市
民
の
足
を
確
保

し
て
い
る
。

　

運
転
手
の
う
ち
55
歳
以

上
の
占
め
る
割
合
は
、
全

国
の
約
６
割
に
対
し
市
内

は
約
９
割
。
よ
り
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
運
転
手

確
保
が
最
大
の
課
題
。
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

問�

　
令
和
２
年
６
月
「
地
域

公
共
交
通
活
性
化
再
生

法
」
が
改
正
さ
れ
た
。
各

自
治
体
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

交
通
の
構
築
に
、
国
か
ら

支
援
が
受
け
ら
れ
る
。
予

算
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す

る
た
め
の
準
備
は
で
き
て

い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

動
向
を
見
据
え
検
討
を

加
速
す
る
。
地
域
づ
く
り

と
併
せ
、
交
通
課
題
解
決

の
取
り
組
み
も
進
め
て
い

る
。「
交
通
空
白
地
有
償

運
送
」
の
仕
組
み
を
実
現

さ
せ
た
い
。

菊池  美也  議員
（遠野令和会）

教育現場の働き方改革

児童生徒と教職員の
　心のケアの必要は

一問一答方式

問�

　
本
市
教
員
の
時
間
外
勤

務
の
傾
向
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

小
学
校
で
は
入
学
式
や

運
動
会
、
修
学
旅
行
の
月

が
、
中
学
校
で
は
ほ
か
に

文
化
祭
、
進
路
指
導
が
行

わ
れ
る
月
も
多
い
。
部
活

動
指
導
も
多
く
な
る
要
因

の
ひ
と
つ
。
ま
た
、
児
童

生
徒
数
の
多
い
学
校
ほ
ど

よ
り
多
く
な
る
傾
向
に
あ

る
。

　

在
校
等
時
間
を
タ
イ
ム

レ
コ
ー
ダ
ー
で
客
観
的
に

把
握
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
課
題
が
明
確
に
な

り
、
適
切
な
対
応
が
で
き

る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。問�

　
長
時
間
労
働
を
ど
の
よ

う
に
抑
制
し
て
い
く
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

学
校
業
務
量
の
明
確

化
・
適
正
化
の
た
め
に
、

国
が
示
し
て
い
る
「
基
本

的
に
は
学
校
以
外
が
担

う
」「
学
校
の
業
務
だ
が

必
ず
し
も
教
師
が
担
う
必

要
が
な
い
」「
教
師
の
業

務
だ
が
負
担
軽
減
が
可

能
」
の
３
つ
の
観
点
に
仕

分
け
す
る
。そ
の
上
で「
教

育
委
員
会
」「
学
校
」「
保

護
者
や
地
域
」
が
取
り
組

む
事
項
に
区
分
し
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
一
つ
ひ
と

つ
実
行
す
る
。

　

教
員
が
児
童
生
徒
と
向

き
あ
う
時
間
を
よ
り
多
く

確
保
し
、
本
市
の
教
育
の

質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

教育長 	 保護者・地域に
	 	 　改革趣旨を理解いただく

教育長 	 今後も寄り添った対応で
　　　　　充実を図る

問�

　
取
り
組
み
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
５
名
と
教
育
相
談
員
を

３
名
配
置
し
、
す
べ
て
の

学
校
で
活
用
で
き
る
。
教

職
員
に
は
毎
年
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
感
染
症

対
策
に
向
け
た
教
職
員
の

業
務
支
援
の
た
め
、
12
名

の
緊
急
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
た
。

問�

　
正
し
く
恐
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
情
報
発
信

の
在
り
方
は

答
（
市
長
）�

　

正
確
な
情
報
を
迅
速
に

わ
か
り
や
す
く
発
信
し
、

冷
静
な
行
動
と
基
本
に
忠

実
な
対
応
を
繰
り
返
し
呼

び
か
け
て
い
く
。

問�

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
は
じ
め
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
よ
る
情
報

発
信
の
強
化
充
実
を
。

答
（
市
長
）�

　

利
点
と
課
題
が
あ
り
慎

重
な
検
討
が
必
要
。

問�

　
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
感
染
リ
ス
ク
と
負

担
の
軽
減
を
。

答
（
市
長
）�

　

衛
生
用
品
の
配
布
な
ど

優
先
的
な
対
応
が
必
要
。

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
整
備
に
取
り
組

み
た
い
。

問�

　
鬱
や
児
童
虐
待
、
Ｄ
Ｖ

等
の
相
談
体
制
の
充
実
強

化
は
。

答
（
市
長
）�

　

今
ま
で
以
上
に
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
を
一

層
推
進
し
、
相
談
支
援
体

制
の
拡
充
と
窓
口
の
再
周

知
を
図
り
た
い
。

問�

　
人
間
力
や
地
域
力
を
高

め
る
生
涯
学
習
・
文
化
・

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

守
り
支
え
る
取
り
組
み

を
。答

（
市
長
）�

　

情
報
収
集
に
努
め
、
個

人
・
団
体
の
活
動
に
対
す

る
財
政
的
な
支
援
の
あ
り

方
な
ど
検
討
し
た
い
。
感

染
防
止
策
を
と
り
な
が
ら

盛
ん
に
取
り
組
め
る
よ
う

努
め
た
い
。

問�

　
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市

間
の
新
し
い
交
流
の
カ
タ

チ
を
。

答
（
市
長
）�

　

交
流
を
諦
め
る
の
で
は

な
く
、
連
絡
を
密
に
し
て

絆
を
深
め
、
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
さ
せ
た
事
業
内

容
の
組
み
立
て
や
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
新
し
い
交
流
の

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
る
。

問�

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
誰
も
置
き

去
り
に
し
な
い
こ
と
を
基

本
理
念
と
す
る
目
標
）
の

取
り
組
み
に
よ
る
、
困
難

に
負
け
な
い
地
域
づ
く
り

の
推
進
を
。

答
（
市
長
）�

　

総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
し
っ
か
り
位
置
付

け
、
市
民
へ
の
周
知
等
を

図
り
た
い
。

市
長		

新
た
な
価
値
観
や
教
訓

を
学
び
取
り
な
が
ら
意

を
用
い
て
い
き
た
い 小林  立栄 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
負
け
な
い

遠
野
へ

一括質問方式

その他の項目
◦�令和元年度遠野
市歳入歳出決算
について

市
長	

市
民
生
活
を
守
る
う
え
で
重
要
な
課
題

路
線
バ
ス  

地
方
は
９
割
が
赤
字

感染予防対策を実施して開催された「遠野物語ファンタジー」
創意工夫・試行錯誤で新しい日常を

H29年度 H30年度 Ｒ元年度
岩 手 県 交 通 4,811 4,553 4,494
住 田 町 バ ス 200 209 227
市 営 バ ス 1,003 983 1,120
デ マンドバス 785 807 793

合　計 6,800 6,552 6,934

補　助　金　等（単位：万円）

利　用　者　数（単位：人）市内の
高齢者自主返納者

H29年度 H30年度 Ｒ元年度
岩 手 県 交 通 65,971 68,050 65,620
市 営 バ ス 4,839 5,183 4,501
デマンドバス 3,340 3,065 3,244

合　計 74,150 76,298 73,365

平成29 年 103 人

平成30 年 105 人

令和元年 134 人


